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〇知・徳・体の調和のとれた「生きる力」に必要な基礎
的な学力や自ら考える力は、主体的・協働的な学習の中
で培われるものです。また、グローバル化が進展するな
ど、これからの社会の変化に対応できる資質・能力を養
う教育をめざすことを『学びあい』という言葉で示しま
した。
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〇人と人とがつながりあう力を育むことは教育の目標である
とともに、子どもと子ども、子どもと大人、大人と大人、学
校、家庭、地域など、年齢や立場を超えて協働することは、
魅力あるまちづくりを行う上でも必要なものです。こうした
つながりを深めるための教育や環境づくりをめざして、『つ
ながりあい』という言葉で示しました。
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〇『学びあい』や『つながりあい』の中で育まれた人間力や他者
と協働・共生する力は、一人ひとりが社会を生き抜くうえで土台
となるものです。 
子どもから大人まであらゆる世代の人が輝き、これからの社会を
生き抜き、未来への可能性を最大限に伸ばす教育を推進すること
を、『一人ひとりの未来をひらく』という言葉で示しました。
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西長尾小の基本理念 
命を守り 
命を育み 
命をつなぐ
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学校教育目標
ともに学び合い、 
　自ら考え行動し、 
　　思いやりをもって、 
　　　仲間とより良い授業を 
　　　　創造し続ける子どもの育成

枚方市立　西長尾小学校　令和8年4月
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【設立当時のめざす子ども像】 
心豊かな子ども 
　自分と友達を大切にする思いやりのある子ども 
深く考える子ども 
　自ら学び、考えて行動できる子ども 
健康で明るい子ども 
　きまりや約束を守りよく遊び、困難なことも最
後までやり抜くための体力・気力を持った子ども
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1．発達や学習の特性、生活環境、言語文化の異なる子
どもや不登校傾向にある子どもなど、多様な子どもと学
ぶために基礎的環境整備や合理的配慮を適切に設定し心
理的安全性を保障します。 
2．全ての子どもが安心して且つ学びに参加出来る個別
最適な支援（積極的なICTの活用）をイメージした授業
デザインへと授業そのものを転換します。 
3．働き方改革の取り組みから、教師と児童双方に「余
白」を生み出すためのカリキュラムマネジメントに取り
組み教育課程の編成・実施を行います。 
4．地域とともにあって信頼される学校をめざします
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1．発達や学習の特性、生活環境、
言語文化の異なる子どもや不登校
傾向にある子どもなど、多様な子
どもと学ぶために基礎的環境整備
や合理的配慮を適切に設定し心理
的安全性を保障します。
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2．全ての子どもが安心して且つ
学びに参加出来る個別最適な支
援（積極的なICTの効果的な活
用）をイメージした授業デザイン
へと授業そのものを転換します。
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3．働き方改革の取り組みか
ら、教師と児童双方に「余白」
を生み出すためのカリキュラム
マネジメントに取り組み教育課
程の編成・実施を行います。
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4．地域とともにあって信頼される 
学校をめざします。 
コミュニティスクールの取り組み
を推進します。
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（チャレンジを除く力は、）国際バカロレア（IB）教
育の4Cとは21世紀型スキルのこと。 
「自分で考え、他者と学び、世界と関わるための力」
のこと。探究型学習（IBL）と関連性がある。
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つまり　 

わたしたち の 
わたしたち による 
わたしたち のための  
たのしむ がっこう をつくろう
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私たちの3本のバイブル
22



私たちの3本のバイブル
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私たちの3本のバイブル
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子ども達の生活面を支えます【人権生活指導分掌】
⬜︎発達支持的生徒指導の取り組みの意識を。 

⬜︎ポジティブな行動を励ましていきます。PBSの取り組みを。 

⬜︎道徳授業、特別活動（学級活動・委員会等で異学年交流を）の改善 

・学級活動を子どもまつりとお楽しみ会だけに使わずに、毎週実施し、多様な子どもど
うしでともに楽しむ授業を創造する機会に。心理的安全性を保つ視点をもつ学級活動を。 
・いじめの見逃しゼロの学級づくりを「いつ」「どこで」「どのような視点で」「取り組
みますか？」
⬜︎チーム学校体制の構築 

・校内支援ルーム指導員、心の教室相談員、SSW、SCと配慮を要す
る児童の実態を把握し子ども達の支援をしています。
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子ども達の生活面を支えます
▼校内支援ルームの様子 

⬜︎校内支援ルームの充実について 

　チーム学校体制の構築　→ 
・登校支援員、心の相談員、 

SSW、SCと配慮を要する児童の実態を
把握し子ども達の支援をしています。 
・不登校児童に積極的にアピールして
いきます。
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▼校内支援ルームの様子
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⬜︎学びに向かう力の育成 

⬜︎言語活動を取り入れた授業改善に向けた取り組み 

⬜︎単元において自己選択（決定）、自己調整できる機
会をつくり主体的な学びを育む仕掛けをつくる 
⬜︎非認知能力を育む、教科を超えた授業改善の手立て　

研究テーマ 

「読むって楽しい！伝えるっておもしろい！ 
　～説明文から広がる学びの力～」

子ども達の学習面を支えます【学力向上分掌】
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地域

子どもサポーター制度の維持・継続 及び 更なる地域人材の 

掘り起こしを行いコミュニティの活性化をはかる

家庭

blog発信 blog発信

✨地域の人との楽しい出会い✨

【コミュニティ・スクールの学校運営の充実】
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子どもサポーター制度の維持・継続 及び 更なる地域人材の 

掘り起こしを行いコミュニティの活性化をはかる

【コミュニティ・スクールの学校運営の充実】
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子どもサポーター制度の維持・継続 及び 更なる地域人材の 

掘り起こしを行いコミュニティの活性化をはかる

【コミュニティ・スクールの学校運営の充実】
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教職員の伴走支援 と 保護者、地域の参画により 
「子ども達の 子ども達による  

子ども達のための 学校づくり」の実現 
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小学校のゴールは卒業式 
名前を呼ばれたら 聞き手に聞こえる応答ができる 

自信をもって歩む 
自信を持って礼をする 
自信を持って受け取る 

堂々と歩む 
姿勢よく座り 

堂々と笑顔で退場する 
決意と感謝の気持ちを声と歌声で 

退場した後も最後まで心を落ち着かせて待つ　 
命を守り　命を育み　命をつなぐ
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さあ、これから約200日! 
はじまります 
計画をつくり 

ゴールをイメージして 
毎日の記録を撮り綴り改善して 

言葉を紡ぎ　言葉を発信　言葉で記録して 
子どもの言語能力を育み 
行動できる子どもを 

そのために我々が行動しましょう 
大丈夫。きっとうまくいく！
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